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PUTFARMが GLOBALG.A.P.の認証を取得 
国際的な認証の取得により、さらに安全・安心な生産物をお届けします。 

 

プランツラボラトリー株式会社（東京都中央区、代表取締役：湯川敦之）の子会社である

LEAFRU株式会社（東京都中央区、代表取締役：湯川敦之）は、福島県田村市内のPUTFARM※1

で、2021年３月29日にGLOBALG.A.P.（グローバルギャップ）※２を取得いたしました。 

対象はイチゴ、レタス、エゴマ（葉）、ルッコラ、パセリ、ホウレンソウの６品目で、GGN

（認証番号）は“4063061601735”です。 

これにより、さらに安全・安心で持続可能な環境にやさしい農業、人にやさしい農業の実現を

目指してまいります。 

 

※1 PUTFARMについて 

植物工場に関する研究開発・コンサルティングを手掛けるプランツラボラトリー株式会社が開

発した屋内農場システムです。  

https://plantslaboratory.com/putfarm.html 

 

※2 GLOBALG.A.P.とは 

G.A.P.（ギャップ） は、GOOD（適正な）、AGRICULTURAL（農業の）、PRACTICES（実

践）の略です。GLOBALG.A.P.は、食品安全、労働環境、環境保全に配慮した適正な農業を証明

する国際基準の仕組みで、持続的な生産活動を実践する企業に与えられる世界共通のブランドで

す。120か国以上に普及し、世界中の大手小売、外食チェーンがGLOBALG.A.P.を調達基準とし

て採用しています。 

 


